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水栓金具 ■設計資料編 設備図面　P.378
■お手入れ・ご注意　　 　P.392～396

■節湯AB基準達成機器（トリプルセンサー水栓）の節水効果
　（一社）日本バルブ工業会 /節湯型機器判断基準より算出

■3人家族で1日に2回食器を手洗いするAさん宅の場合

約3本分
（6L）を節水

2Lペットボトル1日 通常モードに加えて
年間で
約1,000本分の節水

従来品　整流吐水水栓

トリプルセンサー水栓
通常モード（節湯 AB）

39,000L/年

29,640L/年 約24％の節水

通常モードでも節水

節水（エコナビ）モードで、さらに節水

いろいろな機能を使い勝手に合わせて選べる豊富なラインアップ

ふれずに水が使える、エコナビ搭載「トリプルセンサー水栓」

上センサーに手をかざすだけで水の出し止めをコントロール。
調理中、手の汚れを気にせず使用できます。

スムーズに水を出し止め

上センサーに手をかざすと水が出ます。 もう一度かざすと止まります。

通常モード

●10分間連続使用した場合や15分間待機状態が続くと自動的に「通常モード」に切り替わります。
●安全のため、高温止水機能を内蔵しています。「節水モード」では高温のお湯（約55℃以上）を出そうとすると、自動で
止水します。高温のお湯（約55℃以上）をお使いになられる場合は、「節水モード」を解除してお使いください。

●食器手洗い1回で約3L節水 〈算出条件〉エコナビ運転した場合としない場合の比較JEMA自主基準に
よる3人分の食器を洗った時の使用水量で比較。
※周囲の環境や、使い方、食器の種類によってはエコナビセンサーが誤検知する場合と節水効果が異なる
場合があります。 詳しくは下記をご覧ください。

●10分間連続使用した場合は自動的に止水します。

節水センサーに食器や手を近づけるだけで水の
出し止めができるので、水をムダに出しつづけ
ることなく、こまめに節水できます。

食器を洗う際のムダな水を節約

洗いものや手を近づけると
センサーが働き、水が出ます。

節水（エコナビ）
ボタンを押すと…

離すと止まります。

節水モード

よく使う温度や流量もボタン操作でワ
ンタッチ調整。使うたびに調整すること
なくムダを抑えます。
●設定温度が60℃以下に設定できない給湯器には接続しないで
ください。（温度調整ができません）

レバーがなくフラットな操作部でお掃除
もラクラク。

ワンタッチ調整で操作ラクラク

お掃除もラクラク

引き出して使える
シャワーヘッド
シャワーヘッドは引き出して使
えるので、シンクの水洗いなどに
便利です。（シャワーヘッド引出し
寸法：約30cm）

●使用上のご注意
透明な材質のコップや皿、湯のみ、菜箸やスプー
ン、鍋など、材質や大きさによって節水センサーが
検知しにくいことがあります。節水センサーの検知
範囲に手が入るようにしてお使いください。詳しく
はP.394をご覧ください。

節水センサーの検知範囲
吐水口から100 ～ 150ｍｍの範囲
で検知します。
吐水口のすぐ下では節水センサーは
反応しません。

もしもの停電時も水が使えます
停電の際は、シンク下
ユニット内の電源ボッ
クスの前に備え付けて
いる手動ハンドルで通
水ができます。

手動ハンドル

ここが回転します。

節水センサー

上センサー

 100mm
（非検知エリア）

節水センサー節水センサー

吐水口吐水口

節水センサー

50mm 

50mm50mm 
検知エリア


